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春の成果に慢心することなく、頂点へ向けて戦い抜くポートレート

東京六大学野球2026春季リーグ戦を制し、第75回全日本大学野球選手権記念大会で準優勝した慶應義塾体育会野球部。
チームを率いる主将の今津慶介君は、春の成果に慢心することなく「秋もワンチームになって戦えれば、優勝に近づ
ける」と語る。エース左腕の渡辺和大君も「春に果たせなかった日本一を、秋こそ絶対に取りたい」と力を込める。
大学日本代表にも選ばれた２人が、勝利の先に見据える共通の目標はプロ野球選手になることだ。今津君は「セカン
ドで打てる選手にはプロでも希少性があると思う。そこでアピールしたい」と意気込み、渡辺君は「三振を奪いたい
場面で確実に取る制球力を身に付けること」を胸に、大学生として最後のシーズンを戦い抜く。	 2026年８月20日取材

東京六大学野球 2026 春季リーグ戦。優勝を決めた瞬間
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